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3つの鍵

監督・脚本：ナンニ・モレッティ
原作：エシュコル・ネヴォ
出演：マルゲリータ･ブイ、リッカルド･スカマルチ、アル
バ･ロルバケル、アドリアーノ・ジャンニーニ、エレナ･リエ
ッティ、ナンニ･モレッティ

閑静な住宅街のアパート。隣人たちは互いに顔見知り程度だ
が、それぞれの日常は静かに流れていた。しかしある夜、ア
パートに車が衝突し女性が亡くなる。運転していたのは3階
に住む裁判官夫婦の息子アンドレだった。2階のモニカは夫
が長期出張中のため、一人で出産のため病院に向かうところ
だった。１階の夫婦は仕事場が崩壊したので、娘を朝まで向
かいの老人に預けることにした。この小さな選択の過ちが、
家族の不和を引き起こし、次第に彼らを追い詰めていく。
巨匠モレッティが３階の父親を演じるほか、マルゲリータ･
ブイをはじめ、名だたる名優たちが共演。現代イタリア映画
の底力を感じさせる作品となっています。

第5回鑑賞作品

ロ ー マ の 高 級 住 宅 街 。
同 じ ア パ ー ト に 住 む

3 つ の 家 族 。 あ る 日 ､ そ
の 日 常 が 歪 み 出 す 。












About  Them

「 ３ つ の 鍵 」 の 監 督 ： ナ ン ニ ･ モ レ ッ テ ィ は 、 1 9 5 3 年
北 イ タ リ ア の ト レ ン テ ィ ー ノ で 、 教 師 の 両 親 の 下 に 生
ま れ ま し た 。 学 生 時 代 に は 映 画 と 水 球 に 熱 中 。 2 0 歳
で 短 編 映 画 を 撮 り 始 め 、 1 9 7 6 年 に 最 初 の 長 編 映 画 を
発 表 （ 日 本 未 公 開 ） 。 以 来 、 監 督 、 脚 本 家 、 俳 優 と し
て 活 躍 し ､ 1 9 7 7 年 に 俳 優 と し て 出 演 し た 「 父 ・ パ ー ド
レ ･ パ ド ロ ー ネ 」 が 、 カ ン ヌ 映 画 祭 で パ ル ム ･ ド ー ル
（ 最 優 秀 作 品 賞 ） を 受 賞 し ま し た 。
　 ” イ タ リ ア の ウ ッ デ ィ ･ ア レ ン ” と 評 さ れ る よ う に 、
皮 肉 と ユ ー モ ア 満 載 ！ 洒 脱 な オ リ ジ ナ ル 作 品 で 知 ら れ
る モ レ ッ テ ィ で す が 、 本 作 は 原 作 を 生 か す 真 摯 な 語 り
口 。 イ ス ラ エ ル の 作 家 ： ネ ヴ ォ の ベ ス ト セ ラ ー 小 説 を
映 画 向 き に 再 構 成 し 、 映 像 作 家 と し て の 力 量 を 余 す と
こ ろ な く 発 揮 し て い ま す 。
4 0 歳 に し て 世 界 三 大 映 画 祭 す べ て で 賞 を 受 賞 し た 経
歴 の 持 ち 主 。 2 0 0 1 年 に 監 督 ･ 主 演 し た 「 息 子 の 部 屋 」
で パ ル ム ･ ド ー ル を 受 賞 し 、 ’ 1 2 年 に は 審 査 委 員 長 を
務 め る な ど ､ カ ン ヌ 映 画 祭 の 顔 と も い え る 存 在 で す 。
自 国 で は 映 画 館 主 と し て も 活 躍 中 と か 。 ” 映 画 人 ” と
し て 、 望 む こ と は 全 部 成 し 遂 げ て き た ウ ラ ヤ マ シ イ
6 9 歳 。 目 下 は ､ 次 回 作 の 喜 劇 に 燃 え て い ま す 。

About  Something
あ の 【 ロ ー マ の 休 日 】 に モ デ ル が 居 た の を ご 存 じ で す か ？ そ れ が 、 元 英 空 軍 の 英 雄 ： ピ ー タ
ー ･ タ ウ ン ゼ ン ト 。 彼 は ､ マ ー ガ レ ッ ト 王 女 （ エ リ ザ ベ ス 二 世 の 妹 君 ） と の 婚 約 が 周 囲 の 反 対
で 解 消 と な っ た 後 、 作 家 と な り 子 ど も の 戦 争 被 害 を 告 発 。 長 崎 取 材 中 に 谷 口 稜 嘩 ( ス ミ テ ル ) さ
ん に 出 逢 い 、 1 6 歳 の 時 自 転 車 で 郵 便 配 達 中 に 被 爆 し 、 背 中 に 瀕 死 の や け ど を 負 っ た と い う 彼
の 体 験 を 【 T H E  P O S T M A N  O F  N A G A S A K I 】 と し て 出 版 し ま し た 。 「 長 崎 の 郵 便 配 達 」 は タ
ウ ン ゼ ン ト の 娘 : イ ザ ベ ル が 、 長 崎 で 亡 き 父 の 足 跡 を 辿 る と い う ド キ ュ メ ン タ リ ー 映 画 。 地 味
な 内 容 な が ら ロ ン グ ラ ン と な っ た こ の 映 画 を 、 私 は 最 終 日 近 く に ､ や っ と 見 る こ と が で き ま し
た 。 父 が 歩 ん だ 長 崎 の 坂 道 、 港 が 見 え る 丘 、 そ し て 自 転 車 に 乗 る 少 年 の 幻 影 。 重 い テ ー マ な の
に 爽 や か な 印 象 が 残 る の は 、 全 編 に 父 と 娘 の 静 か な 魂 の 交 流 が 感 じ ら れ る か ら で し ょ う 。
” 原 爆 ” に 関 す る 体 験 で 私 が 一 番 シ ョ ッ ク を 受 け た の が 、 4 0 余 年 も 前 の テ レ ビ 番 組 。 そ の 中 で
元 米 軍 パ イ ロ ッ ト が 発 し た 『 も し 、 日 本 が 原 爆 を 持 っ て い た ら 、 も っ と 早 く 使 っ た と 思 う よ 』
と い う 一 言 で す 。 そ れ ま で 私 は 単 純 に ､ 日 本 は 被 害 者 だ と ば か り 思 っ て い た の で す 。 し か し 、
当 時 の 日 本 を 考 え れ ば 、 確 か に 彼 の 言 う 通 り で し ょ う 。
現 時 点 で 、 核 保 有 国 は 8 ヶ 国 。 各 国 の 内 部 事 情 は 分 か り ま せ ん が 、 お そ ら く 、 ト ッ プ の 8 人 が
O N ･ O F F ボ タ ン を 握 っ て い る の で し ょ う 。 地 球 上 の 全 生 命 の 存 続 が 、 こ の 8 人 の 理 性 に 委 ね ら
れ て い る の で す 。 コ ロ ナ 禍 で 日 常 の 有 難 さ を 再 認 識 し た 私 た ち 。 し か し 、 そ の 大 切 な 日 常 も 、
薄 氷 の 上 に 成 り 立 っ て い る の か も し れ ま せ ん ね 。 　 　
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